
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

   

茨城県議会第２回定例会は６月１８日、条例案や人事案件、報告などを原案通り可決して閉会。

山中たい子、江尻かな、上野たかしの３県議は委員会で質問にたち、県政の課題をただしました。 

 

 

上
野
た
か
し
議
員
は
、
県
税

条
例
等
の
改
定
案
（
外
形
標
準

課
税
の
負
担
増
）
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。
対
象
の
資
本
金
１
億

円
以
上
の
企
業
は
県
内
に
約
２

４
０
０
社
。
う
ち
県
内
に
本
店
を

置
く
企
業
は
２
１
１
社
で
、
54
社

は
赤
字
で
す
。 

上
野
議
員
は
「
大
企
業
は
減

税
、
赤
字
企
業
に
は 

増
税
。
や
る
こ
と
が 

逆
さ
ま
だ
」と
、
議 

案
に
反
対
の
立
場 

を
述
べ
ま
し
た
。 

 

◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は 

福
祉
・
医
療
の
抑
制
に 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
施
行
に

よ
り
、
10
月
に
は
市
町
村
か
ら

12

桁
の
個
人
番
号
が
郵
送
さ

れ
、
来
年
１
月
か
ら
は
年
金
、
医

療
保
険
、
生
活
保
護
、
税
金
申

告
な
ど
の
手
続
き
に
個
人
番
号

の
記
載
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
上

野
議
員
は
「
年
金
機
構
の
情
報
流

出
も
起
き
『
な
り
す
ま
し
』
犯
罪

な
ど
へ
の
不
安
も
広
が
っ
て
い
る
。

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
は
充
分
か
」

と
質
問
。
情
報
政
策
課
は
、
「
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
で
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
完
全
に
分
か
れ
て
お
り
、
い
つ

誰
が
ど
ん
な
形
で
情
報
を
使
っ
た

か
が
わ
か
る
」
と
答
弁
。
上
野
議

員
は
「
制
度
の
ね
ら
い
は
、
個
人

情
報
で
あ
る
収
入
や
預
貯
金
を

掌
握
し
、
福
祉
や
医
療
を
抑
制

す
る
こ
と
だ
」
と
主
張
し
ま
し

た
。 ま

た
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の

運
賃
の
引
き
下
げ
や
混
雑
緩
和

問
題
を
た
だ
し
ま
し
た
。 
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総務企画委員会 

防災環境 

商工委員会 

江尻かな議員 

◆
放
射
性
廃
棄
物
の 

埋
め
立
て
や
め
よ 

山
中
た
い
子
議
員
は
、
日

本
原
電
㈱
の
年
間
事
業
計
画

に
つ
い
て
質
問
。
廃
止
措
置
で

解
体
作
業
中
の
東
海
発
電
所

は
、
「放
射
能
レ
ベ
ル
の
極
め
て

低
い
Ｌ
３
廃
棄
物
の
最
終
処

分
に
向
け
、
国
に
申
請
を
行

う
」と
事
業
計
画
に
明
記
。
県

と
東
海
村
に
は
、
原
子
力
安

全
協
定
第
５
条
の
事
前
了
解

を
得
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

日
本
原
電
は
Ｌ
３
廃
棄
物

１
万
２
３
０
０
㌧
（
平
均
５
万

ベ
ク
レ
ル
／
㎏
と
す
れ
ば
放
射

能
線
量
は
６
千
億
ベ
ク
レ
ル
／

㎏
に
も
な
り
ま
す
。
）を
敷
地

内
の
素
掘
り
の
穴
に
埋
め
、

最
終
処
分
す
る
計
画
で
す
。

し
か
も
、
海
岸
ま
で
４
０
０
㍍

し
か
離
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

山
中
議
員
は
、
「放
射
能
が

地
下
に
浸
透
し
、
周
辺
環
境

が
汚
染
さ
れ
る
の
で
は
な
い

か
。
住
民
合
意
の
な
い
埋
め
立

て
は
や
め
る
べ
き
」
と
質
問
。

原
子
力
安
全
対
策
課
長
は
、

「
県
原
子
力
安
全
対
策
委
員

会
で
検
証
す
る
。
地
域
に
十

分
説
明
し
対
応
す
る
よ
う
助

言
す
る
」と
答
弁
し
ま
し
た
。 

    

 

◆
原
発
「
自
主
避
難
者
」
へ
の 

住
宅
無
償
提
供
継
続
を
！ 

原
発
事
故
に
よ
る
福
島
県

か
ら
茨
城
県
内
へ
の
避
難
者

は
３
，
５
３
６
人
。
う
ち
自
主

避
難
者
は
約
４
０
０
人
で
す
。 

山
中
議
員
は
、
避
難
者
受

け
入
れ
の
サ
ポ
ー
ト
強
化
、

自
主
避
難
し
た
被
災
者
へ
の

住
宅
の
無
償
提
供
の
継
続
を

求
め
ま
し
た
。
防
災
危
機
管

理
課
長
は
、
「災
害
救
助
法
に

よ
る
応
急
仮
設
住
宅
の
提
供

は
、
福
島
県
知
事
が
行
う
こ

と
」と
答
弁
し
ま
し
た
。 

江
尻
か
な
議
員
は
議
会
最
終

日
、
議
案
や
請
願
に
対
す
る
討
論

に
た
ち
ま
し
た
。
大
企
業
に
減
税

す
る
一
方
で
、
赤
字
企
業
に
増
税

と
な
る
外
形
標
準
課
税
の
拡
大
に

反
対
を
主
張
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

の
実
施
条
例
に
つ
い
て
、
情
報
漏

え
い
の
危
険
性
を
指
摘
し
て
制
度

中
止
を
求
め
ま
し
た
。
県
立
東
町

運
動
公
園
の
水
戸
市
へ
の
無
償
譲

渡
に
つ
い
て
、
「
プ
ー
ル
や
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
を
残
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
声

を
無
視
し
、
全
国
大
会
を
呼
び
込

む
大
規
模
施
設
を
建
設
す
る
計

画
で
あ
る
と
反
対
し
ま
し
た
。 

 ◆
戦
後
70
年
決
議
は
「
加
害
責

任
明
確
で
な
い
」
と
反
対 

自
民
、
民
主
、
公
明
な
ど
が
共

同
提
出
し
た
「
戦
後
70
年
に
関
す

る
決
議
」
に
た
い
し
、
日
本
共
産
党

は
「
他
国
へ
の
植
民
地
支
配
と
侵

略
戦
争
へ
の
反
省
が
な
い
」
と
し
て

反
対
。
「
戦
争
法
案
に
反
対
す
る

県
民
連
絡
会
」
が
提
出
し
た
慎
重

審
議
を
求
め
る
請
願
に
、
共
産
党

は
採
択
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た

が
、
自
公
民
が
反
対
。
民
主
党
が

独
自
提
出
し
た
「
慎
重
審
議
を
求

め
る
意
見
書
」
に
共
産
党
は
賛
成

し
ま
し
た
。 

 

本
会
議
で
反
対
討
論 

http://www.irasutoya.com/2014/11/blog-post_709.html
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山
中
、
上
野
両
議
員
は
、
守
谷
、
つ
く

ば
み
ら
い
、
取
手
、
つ
く
ば
の
各
市
議
と

の
連
名
で
要
望
書
を
作
成
。
Ｔ
Ｘ
の
運
賃

引
き
下
げ
な
ど
を
求
め
、
６
月
８
日
に

国
土
交
通
省
と
Ｔ
Ｘ
本
社
に
申
し
入
れ

を
行
い
ま
し
た
。
梅
村
さ
え
こ
衆
院
議

員
が
同
席
し
ま
し
た
。 

Ｔ
Ｘ
は
、
茨
城
県
な
ど
関
係
自
治
体

つくばエクスプレス（ＴＸ）の 
運賃引き下げなど要請 

 

 
 

国交省へ申し入れる（前列右２人目から）上野高志、

山中たい子県議、梅村さえ子衆院議員。（６月８日） 

 

県議団が県内調査 

 ３県議は６月２日、大曽根勝正、小林まみ子両日立
市議とともに日立市役所などを訪問しました。 

日立市商工会議所で

は、「大企業のリストラや

合併で人口が減り続けて

いる。商店街も打撃を受

けている」と悲鳴の声。 

日立市産業

経済部長、産

業商工課長と

懇談。「ＪＲ常

磐線は勝田止

ま り が 多 い 。

日立地区産業支援セン

ターは試験機・測定機など

を中小企業に貸与していま

す。「日立市が全国に先駆

けて直接、中小企業を応援

するセンターを作りました」

と報告されました。 

日立民主商工会では

「会員が中心になりイベ

ントを開催。商店を直接

支援する制度がほしい」

と要望が出されました。 

日立市までの電車を増やしてほしい」「大企業に地元雇用枠

を増やすよう働きかけてほしい」との要望が出されました。 

江
尻
か
な
議
員
は
、
養
護
老
人

ホ
ー
ム
に
つ
い
て
質
問
。
貧
困
や
病

気
、
身
寄
り
が
な
い
な
ど
生
活
困

難
な
高
齢
者
を
市
町
村
が
措
置
し

て
施
設
が
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
県

内
に
は
14
ヶ
所
の
養
護
老
人
ホ
ー

ム
が
あ
り
約
８
０
０
名
が
入
所
し
て

い
ま
す
。
江
尻
議
員
は
、
精
神
疾
患

を
も
つ
入
所
者
が
多
く
、
精
神
科

医
と
の
連
携
を
支
援
す
る
必
要
性

を
主
張
。
さ
ら
に
、
つ
く
ば
福
祉
圏

域
に
施
設
が
な
い
こ
と
の
影
響
に
つ

い
て
質
問
し
ま
し
た
。
長
寿
福
祉
課

長
は
「
精
神
科
が
協
力
医
療
機
関

と
な
っ
て
い
る
の
は
２
施
設
の
み
。

水
戸
市
の
入
所
者
が
１
２
１
人
に

た
い
し
、
つ
く
ば
市
が
４
人
と
少
な

い
の
は
施
設
が
な
い
た
め
。
措
置
す

べ
き
高
齢
者
が
入
所
で
き
て
い
な
い

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
」
と
の
認
識
を

示
し
ま
し
た
。 

◆
学
童
保
育
の
拡
充
を 

 

江
尻
議
員
は
学
童
保
育
に
つ
い

て
、
「
法
律
で
６
年
生
ま
で
利
用
が

拡
大
さ
れ
た
が
、
水
戸
市
で
は
低

学
年
で
も
学
童
ク
ラ
ブ
に
入
れ
ず

困
っ
て
い
る
と
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
」
と
実
態
を
指
摘
。
子
ど
も
を

保
育
す
る
支
援
員
の
増
員
と
、
施

設
整
備
を
求
め
ま
し
た
。
水
戸
市

で
６
年
生
ま
で
受
け
入
れ
る
た
め

に
は
、
あ
と
１
５
０
人
の
支
援
員
が

必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

日立市産業経済部と 

日立市商工会議所と 

日立地区産業支援センター 

日 市 立 へ 

日立民主商工会で懇談 

常 那 陸 母親大会分科会 珂 
６月 28 日の県母親大

会分科会で常陸那珂港を

見学。造成中の中央埠頭

は、北埠頭にある東京電

力石炭火力発電所から

出た灰で埋め立て。多額

の税金投入が続いていま

す。 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 

ＴＸへの要望書要旨 

１、現在の６両編成を早期に

８両編成に。必要な駅舎・

車両等の設備改修を。 

２、定期代を値下げし、利用

者の負担軽減を。 

３、国や１都３県からＴＸへ

の天下り役員へ、法外な退

職金の是正を。 

が
出
資
す
る
第
三
セ
ク
タ
ー
。
開
業
か

ら
10
年
、
１
日
あ
た
り
32
万
６
千
人

が
利
用
し
、
７
年
連
続
の
黒
字
で
す
。
一

方
で
、
ラ
ッ
シ
ュ
時
の
混
雑
解
消
や
運
賃

引
き
下
げ
を
求
め
る
声
は
切
実
で
す
。 

 

山
中
・
上
野
議
員
は
、
「
６
両
編
成
の

車
両
を
８
両
化
し
混
雑
解
消
を
」「運
賃

や
定
期
代
の
引
き
下
げ
を
」
と
要
望
。

国
土
交
通
省
担
当
者
は
、
「Ｔ
Ｘ
の
経
営

判
断
を
尊
重
す
る
」と
繰
り
返
し
、
Ｔ
Ｘ

担
当
者
も
、
具
体
的
回
答
を
避
け
る
無

責
任
な
対
応
に
終
始
し
ま
し
た
。 

「戦争法案の慎重審議を求める」請願が付託された総務

企画委員会で、上野議員の発言を委員長が認めないまま不

採択にしてしまいました。 

これに対し江尻議員が議会運営委員会で抗議。議運委員

長は「会議規則 67 条で議員の発言は自由であり発言機会

に今後は留意する」と問題を認めました。いっそうの議会

運営の改善が求められます。 

港 へ 

第2回定例県議会での各会派の態度

主な議案　・　請願　・　意見書

日
本
共
産
党

自
民
党

自
民
県
政
ク
ラ
ブ

民
主
党

公
明
党

無
所
属

◇マイナンバー制度実施の為の個人情報保護条例改定 × ○ ○ ○ ○ ○

◇法人事業税の外形標準課税を拡大する県税条例改定 × ○ ○ ○ ○ ○

◇「平和安全法整備法案（戦争法案）の慎重審議を求める

 　　意見書」提出を求める請願

　　（戦争法案に反対する県民連絡会提出）

◇「高校無償化」復活、給付制奨学金確立を求める請願

　　（茨城県高等学校教職員組合提出）

◇東町運動公園の整備に関する請願　（新日本婦人の会提出） ○ × × × × ×

◇労働者派遣法改悪法案の廃案を求める意見書 ○ × × × × ×

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（日本共産党提出）

◇安全保障法制の慎重審議を求める意見書　（民主党提出） ○ × × ○ × ×

×○ × × × ×

○・・・賛成 ×・・・反対

○ × × × × ×
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